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要約 日本は超高齢社会を迎えており，社会保障費や介護負担の問題を軽減するために健康寿命の延伸が課題になって
いる．健康寿命を延伸するためには，フレイルの予防および改善が重要であり，効果的なフレイル検出手法の開発が求
められる．本研究では，高齢者 29 名（男性 8 名，女性 21 名）を対象に，指タッピング運動による手指機能評価とイレ
ブンチェックを実施し，イレブンチェックの結果から対象者をフレイルの高リスク群と低リスク群に分類し，比較を行
った．また，指タップ回数とイレブンチェック得点の関連性についても検討した結果，指タップ回数についてはフレイ
ルの高リスク群と低リスク群で有意な差が認められ，手指機能が身体的フレイルと関連がある可能性が示唆された．さ
らに，指タップ回数はイレブンチェックの得点と有意な相関を示し，指タッピング運動を用いた手指機能評価によるフ
レイル検出の可能性が示唆された．指タッピング運動は簡便かつ短時間で実施でき，特別なトレーニングを必要としな
いため，高齢者にとって身体的・心理的負担が少ない手法であり，高齢者施設や自宅環境での継続的モニタリングに適
したフレイル評価法として期待できる．今後は指タッピング運動とフレイルの関連をより詳細に検討するため対象者の
拡大や評価指標の追加を行い，さらなる研究を進める必要がある． 
Keywords : フレイル, 指タッピング, イレブンチェック，手指機能 
 
 

1. 緒言 
日本の高齢者人口は増え続けており，2024 年には 65

歳以上の人口割合が 29.3％に達し，過去最高となってい
る．また，2040 年にはその割合が 35％を超えると予測
されている 1) ．高齢化が進展することで，社会保障費の
増加や介護負担の拡大といった問題はより顕著になる 
ことが考えられる．これらの問題を軽減するためには， 

 

 

 
高齢者が健康で自立した生活を持続することが重要で
あり，健康寿命の延伸が喫緊の課題となっている． 

健康寿命を延伸するためには，フレイルの予防および
改善が重要であると言われている 2) ．フレイルは加齢
に伴い，身体機能や認知機能が低下した状態のことを指
し，放置すると要介護状態に進行するリスクが高いこと
が知られている 3) ．また，フレイルは加齢による身体機
能や認知機能の低下だけでなく，社会参加の減少など複
数の要因が重なることによって引き起こされるとされ
ている 4) ．一方で，フレイルには「可逆性」という特性
があり，適切な介入によって健常な状態に回復する可能
性があるとされている 5) ．したがって，フレイルを早期
に検知し適切な対応を行うために，効果的なフレイル検
出手法の開発が期待される． 

手指運動機能は，日常生活において物を掴む，文字を
書くなどの基本動作に大きく関わっているため，手指運
動機能の低下は生活の質に大きな影響を与える可能性
がある．手指運動機能は，身体全体の機能を反映する指
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標としての可能性も報告されており，歩行能力や立位バ
ランスと関連があることが示唆されている 6) ．したが
って，手指運動機能の低下は身体的フレイルにつながる
可能性がある．さらに，手指巧緻性は認知機能と深く関
係していることが示されている 7) ．手指運動機能や手
指巧緻性などを含む手指機能の評価には指タッピング
運動の計測などが用いられており，運動量を定量化する
さまざまな測定機器も開発されている 8) ．また，指タッ
プの速度やリズムのばらつきが認知機能と関連がある
ことも示唆されている 9) ． 

これらの知見から，手指機能を評価することでフレイ
ルの早期発見につながる可能性があると考えられる． 

本研究では，指タッピング運動による手指機能の計測
に着目し，その計測結果がフレイル検出の指標として有
用であるかを検討する． 

 
2. 本研究の対象と方法 

2-1 対象と方法 
本研究では，高齢者 29 名（男性 8 名，女性 21 名，平

均年齢 76.3±4.77 歳）を対象に，手指機能の評価とし
て指タッピング運動の計測を実施した．また，イレブン
チェックにより，被験者をフレイルの高リスク群と低リ
スク群に分類し，指タッピング運動の計測結果との関連
性を検討した． 

倫理的配慮として，全ての対象者に口頭および書面に
て研究の説明を行い，書面にて研究の同意を得た．なお，
本研究は，高崎健康福祉大学倫理審査委員会の承認を受
けて実施した． 

 
2-2 指タッピング運動の計測方法 

指タッピング運動は，両手の第 1 指と第 2 指をできる
だけ速く同じリズムで開閉する運動で，手指機能やリズ
ムの一貫性を簡便かつ客観的に測定することができる
10)．本研究では，片手が閉じたタイミングで反対側の手
指を開く交互運動を 15 秒間実施し，計測を行った．指
タッピング運動の計測には，磁気センサ型の指タッピン
グ装置（UB-2，マクセル株式会社）を使用し，指タップ
回数および両手類似度を算出した．指タップ回数は 15
秒間における両手合計のタップ回数とした．両手類 

似度は両手の指タッピング運動の一致性を示す指標
であり，両手交互運動の場合は，1 の値から遠ざかるほ
ど良い結果となる．計測は施設内の静かな個室で実施し，
被験者は椅子に腰掛けた状態で行った．計測に際しては，
「できるだけ速く一定のリズムで動かす」ことを指示し
た．また，測定前に指タッピングの実施方法について口

頭説明と練習時間を設け，参加者が指タッピングを十分
に理解した状態で計測を開始した． 

 

 
2-3 イレブンチェックの実施方法 
イレブンチェックは，高齢者におけるフレイルのセル

フチェックとして用いられる質問票形式の評価ツール
である 11)．被験者にはイレブンチェックの 11 項目の質
問を提示し，「はい」または「いいえ」で回答してもら
った．イレブンチェックの配点表は Table 1 に示す．質
問項目は栄養，身体機能，社会参加の 3 つのカテゴリー
に分類される．栄養に関しては更に食習慣と口腔に関す
る内容に分類される．得点に関しては，各質問項目に対
してフレイルのリスクが低い回答が１点，フレイルのリ
スクが高い回答が０点となっている．なお，イレブンチ
ェックの合計得点は 0～5 点が高リスク群，6 点以上が
低リスク群に分類した． 

 
2-4 分析 
分析では，指タッピング運動の計測結果から指タップ

回数および両手類似度を算出し，各群（高リスク群，低
リスク群）における指タップ回数や両手類似度を比較し
た．指タッピング回数については正規性が認められたた
め t 検定を行い，両手類似度については Mann-Whitney
検定を行った．また，指タッピング回数とイレブンチェ
ックの合計得点との関連性を検討するため，相関分析を
実施した．指タッピング回数およびイレブンチェックの
得点には正規性が認められたため，相関係数の算出には
ピアソンの積率相関係数を用い，有意水準を p < 0.05 に
設定した．データ解析には統計ソフトSPSSを使用した．
なお，イレブンチェックの得点は 11 項目の合計得点と， 

 

 
Fig. 1 指タッピング運動の計測 
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食習慣に関する指標である 2 項目を除いた 9 項目の

合計得点でそれぞれ分析を行った． 
 

3. 結果 
 イレブンチェックの結果について，高リスク群と低リ
スク群それぞれの平均値を Table 2 に示す． 

 
イレブンチェックの結果による分類は，高リスク群

（得点 0～5 点）が 14 名，低リスク群（6 点以上）が 15 

 
名となった．イレブンチェックの合計得点は高リスク群
が2.86±1.23点，低リスク群が7.67±1.68点となった．
また，食習慣 2 項目を除いた 3～11 の合計得点は高リ
スク群が 2.43±0.94 点，低リスク群は 6.13±1.64 点と
なった． 

指タップ回数について高リスク群と低リスク群の 2
群間で比較した結果を Fig.2 に示す，指タップ回数は高
リスク群が平均49.1±17.2回，低リスク群は72.4±25.9
回となり，指タップ回数は低リスク群の方が有意に高い
結果となった． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 2 指タップ回数の 2 群間比較 

 
また，両手類似度の比較結果を Fig.3 に示す．両手類

似度は高リスク群が平均 0.240±0.225，低リスク群は
0.199±0.198 となり，両手類似度に有意な差は見られな
かった． 

* 

*P<0.05 

Table 1 イレブンチェックの配点表 

分類 質問項目 1 点 0 点 

 

栄

養 

食習

慣 

１．ほぼ同じ年齢の同性と比較して健康に気をつけた食事をこころがけていますか 

２．野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日２回以上は食べていますか 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

口腔 
３．「さきいか」，「たくあん」くらいの固さの食品を普通に噛みきれますか 

４．お茶や汁物でむせることがあります 

はい 

いいえ 

いいえ 

はい 

運動 ５．１回３０分以上の汗をかく運動を週２日以上，１年以上実施していますか 

６．日常生活において歩行または同等の身体活動を１日１時間以上実施してますか 

７．ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速いと思いますか 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

社会 

参加 

８．昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

９．１日に１回以上は，誰かと一緒に食事をしますか 

１０．自分が活気に溢れていると思いますか 

１１．何よりもまず，物忘れが気になります 

いいえ 

はい 

はい 

いいえ 

はい 

いいえ 

いいえ 

はい 

 

Table 2 イレブンチェックの結果 

 
高リスク群 

(１４名) 

低リスク群

(1５名) 

栄養 

(項目 1~4) 

0.71 

±0.99 

2.73 

±0.96 

運動 

(項目 5~7) 

1.00 

±1.18 

1.93 

±0.96 

社会参加 

(項目 8~11) 

1.14 

±0.86 

3.00 

±0.93 

11 項目の合計 

(項目 1~11) 

2.86 

±1.23 

7.67 

±1.68 

食習慣を除いた 

９項目の合計 

（項目 3~11） 

2.43 

±0.94 

6.13 

±1.64 



指タッピング運動を用いた手指機能評価とイレブンチェック得点の関連 

- 5 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 3 両手類似度の 2 群間比較 

指タップ回数とイレブンチェック得点の相関関係に
ついて，Fig.4 に示す．イレブンチェック得点と指タッ
プ回数について相関分析を行ったところ，相関係数は
0.509 となり有意な相関が見られた． 

また，指タップ回数とイレブンチェックの食習慣に関
する 2 項目を除いた9 項目の得点の相関関係をFig.5 に
示す．指タップ回数とイレブンチェックの食習慣を除い
た 9 項目の得点の相関係数は 0.536 となり，より強い相
関がみられた． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.4  指タップ回数とイレブンチェック得点の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 5 指タップ回数とイレブンチェック得点 

(食習慣２項目を除いた９項目)の関係 

 

4. 考察 
本研究では，指タッピング運動の計測による手指機能

の評価が高齢者においても問題なく実施可能であり，簡
便かつ安全に実施できることが確認できた．従来のフレ
イル評価手法には，下肢を用いた運動テストや複雑な測 
定が含まれることがあり，高齢者には実施が難しい場合
がある．指タッピング運動の計測は特別なトレーニング
を必要とせず，簡便かつ短時間で測定できる点は，高齢
者にとって身体的・心理的負担を軽減する大きな利点で
ある．また，指タッピング運動は高齢者施設だけでなく，
自宅環境でも導入可能な計測方法であり，継続的なモニ
タリングが可能になると考えられる．そのため，指タッ
ピング運動を活用したフレイル評価手法の有効性が明
らかになれば，フレイル予防や健康寿命の延伸への貢献
が期待できる．さらに，フレイルと認知機能の低下は相
互に関係しているため，フレイルを予防することは認知
機能の低下を予防することにもつながると考えられる． 

指タップ回数については，フレイルの高リスク群と低
リスク群に有意な差が認められており，イレブンチェッ
クはサルコペニアとも有意な関連があるとされている
11)．このことから，手指機能は身体的なフレイルとの関
連があると推察される．両手類似度については，フレイ
ルの高リスク群と低リスク群の間で有意な差は確認さ
れなかった．これにより，指タップ回数が多くなるほど
両手類似度の精度が低下するわけではなく，低リスク群
の手指機能の高さから指タップ回数が多くなったと考
えられる． 

指タッピング運動の計測結果とイレブンチェック結
の関連では，指タップ回数とイレブンチェックの得点と
の間に有意な相関が認められた．イレブンチェックはフ
レイルリスクを簡易的に評価する指標であり，その得点
が高いほど指タップ回数が多いという結果は，手指機能
とフレイルリスクが関連している可能性を示唆してい
る．これは，加齢による筋力や運動能力の低下は全身的
に進行することと，手指の巧緻性が加齢により低下し，
認知機能とも関連していることが背景にあると考えら
れる 12) 13)．この結果から，指タッピング運動の計測がフ
レイル検出のための有効な指標として活用できる可能
性が示された．また，指タップ回数とイレブンチェック
の食習慣に関する 2 項目を除いた 9 項目の得点がより
強い相関がみられた．これは，食習慣に関する項目を除
いた９項目は，筋肉量や日常動作との関連が強い項目で
あるため，手指機能との関係がより強くなったものと考
えられる． 
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度
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以上の結果から，指タッピング運動の計測はフレイル
の検出手法としての可能性を示している．特に，高齢者
施設や自宅環境で簡便かつ安全に実施できる点から，実
用性の高い手法であると考えられる． 

本研究では，被験者の身体的な負担や怪我のリスクを
考慮して簡易的なフレイル診断であるイレブンチェッ
ク結果をフレイルの指標とした．イレブンチェックはフ
レイルのスクリーニングとして有効であることが報告
されており，イレブンチェック結果が高リスクの場合は，
フレイルやサルコペニアと有意な関連があるとされて
いる 11)．しかしながら，指タッピング運動とフレイルリ
スクの関連性をより明確にするためには，異なる年齢層
や活動状況を含む対象者の拡大や，より詳細な指標との
分析を行うためにフレイルの実測が求められる．  

 
5. まとめ 

本研究は，高齢者を対象に指タッピングによる手指機
能の評価と，イレブンチェックを実施した．その結果，
指タッピングは簡便かつ安全で，高齢者施設や自宅でも
利用可能な手法として有用であると考えられる．指タッ
プ回数についてはフレイルの高リスク群と低リスク群
で有意な差が認められたことから，手指機能は身体的フ
レイルと関連があると推察される．一方，両手類似度に
はフレイルの高リスク群と低リスク群との間で有意差
は認められなかった．また，指タップ回数とイレブンチ
ェックの得点には有意な相関が認められ，指タッピング
運動の計測によるフレイル検出への可能性が示唆され
た．今後の研究では対象者の拡大やより詳細なフレイル
評価指標を追加するなど，さらなる検討が必要である．  
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